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ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
毎
月
小
諸
市
の
広
報
誌

「
K
O
M
O
R
O
」
が
送
ら
れ

て
く
る
。
２
０
２
１
年
２
月
号

に
特
集
と
し
て
小
諸
市
の
基
本

計
画
が
あ
っ
た
。
基
本
計
画
の

基
に
な
る
の
は
基
本
構
想
で
あ

る
。
小
諸
市
の
目
指
す
ま
ち
の

未
来
像
を
揚
げ
そ
の
実
現
の
為

の
施
策
を
明
ら
か
に
し
、
具
現

化
す
る
の
が
総
合
計
画
で
あ
り
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施

計
画
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
小

諸
市
の
場
合
、
基
本
構
想
は
12

年
毎
に
策
定
し
、
そ
の
実
現
の

た
め
４
年
毎
に
基
本
計
画
を
策

定
。
３
年
毎
に
実
施
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
６
つ
の
柱

①
子
育
て
教
育

②
環
境

③
健
康
福
祉

④
産
業
流
通

⑤
生
活
基
盤
整
備

⑥
協
働
行
政
経
営
か
ら
な
っ
て

お
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
小
諸
市
の
Ｈ
Ｐ
を

参
照
）

東
京
小
諸
会
の
目
的
は
会
員

相
互
の
親
睦
と
郷
土
の
発
展
並

び
に
社
会
文
化
に
貢
献
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら
関
係

あ
る
政
策
を
抜
き
出
し
て
み
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
で
は
か
け
が
え
の
な
い
文
化

財
を
保
存
・
継
承
し
、
積
極
的

に
推
進
す
る
。

②
で
は
人
を
感
動
さ
せ
、
癒
す

力
を
持
つ
景
観
や
自
然
環
境
を
、

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
保
全
に
つ
な
げ
る

④
で
は
農
と
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
す
る
。
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。
こ
も
ろ
観

光
局
と
連
携
し
、
観
光
地
域
づ

く
り
と
懐
古
園
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
図
る
。
移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
。

東
京
小
諸
会
と
し
て
も
上
記

の
観
点
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
ふ
る
さ
と
市
民
等
の
制
度
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
共
に
上

記
の
政
策
に
関
し
て
東
京
小
諸

会
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

東
京
小
諸
会
会
長

松
井
石
根

ふ
る
さ
と
小
諸
の
総
合
計
画
を
思
う

「
市
の
未
来
像
を
示
す
」
基
本
計
画

ふ
る
さ
と
発
展
へ
会
員
の
力
を

納
税
制
度
な
ど
活
用
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
懐
古
園
の

桜
祭
り
も
静
か
に
ゆ
く
春
を
惜

し
む
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
毎
年

こ
の
時
期
に
な
る
と
懐
古
園
の

桜
で
春
を
実
感
す
る
の
が
故
郷

を
は
な
れ
て
も
の
小
諸
人
か
も

知
れ
な
い
。
今
昔
の
家
族
や
友

と
の
思
い
が
日
増
し
に
懐
古
園

の
桜
と
共
に
脳
裏
に
強
く
浮
か

ん
で
く
る
。
同
時
に
浅
間
山
や

千
曲
川
も
春
を
迎
え
る
。
山
は

芽
生
え
が
鼓
動
し
、
川
は
水
温

む
。
市
の
木
「
梅
」
は
盛
り
を

終
わ
り
こ
ぶ
し
が
彩
り
始
め
る
。

市
の
花
「
こ
も
ろ
す
み
れ
」
は

可
憐
な
花
を
咲
か
せ
道
行
く
人

の
心
を
和
ま
す
。
全
て
自
然
で

あ
り
、
全
て
小
諸
で
あ
り
、
全

て
故
郷
で
あ
り
、
山
川
草
木
悉

皆
故
郷
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

故
郷
訪
問
が
制
限
さ
れ
る
今
で

こ
そ
、
心
の
中
に
故
郷
の
自
然
、

共
に
過
ご
し
た
父
母
や
家
族
、

恩
師
や
友
の
思
い
に
馳
せ
、
故

郷
小
諸
へ
の
感
謝
と
思
い
を
深

め
た
い
。

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て
言

う
こ
と
な
し
ふ
る
さ
と
の
山

は
あ
り
が
た
き
か
な
（
啄
木
）

小
諸
高
原
美
術
館
が
中
世
の

富
士
見
城
跡
で
あ
る
飯
鋼
山
公

園
の
一
角
の
小
諸
市
が
一
望
で

き
、
浅
間
山
を
背
景
に
富
士
山

や
ア
ル
プ
ス
山
脈
が
見
渡
せ
る

地
に
あ
る
。
こ
の
美
術
館
に
は

郷
里
の
偉
人
で
あ
る
白
鳥
映
雪

画
伯
の
常
設
館
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
白
鳥
画
伯
の
作
品
は
勿

論
、
伊
東
深
水
、
丸
山
晩
霞
等

の
著
名
画
家
の
作
品
も
あ
る
。

小
諸
市
の
誇
る
洋
画
家
小
山

敬
三
画
伯
の
懐
古
園
脇
の
小
山

敬
三
記
念
館
と
対
を
な
す
小
諸

市
の
誇
る
絵
画
美
術
館
で
あ
る
。

こ
の
美
術
館
は
小
諸
市
や
近
郊

の
美
術
愛
好
家
の
中
心
と
な
っ

て
お
り
定
期
的
に
市
民
美
術
講

座
や
作
品
展
が
開
催
さ
れ
て
い

て
、
大
勢
の
市
民
が
集
い
絵
画

等
の
文
化
の
学
び
に
親
し
み
興

じ
て
い
る
。
近
隣
の
風
景
と
と

も
に
訪
れ
て
楽
し
ん
で
欲
し
い

文
化
施
設
で
あ
る
。

小
諸
市
で
は
「
ス
ケ
ッ
チ
文

化
都
市
こ
も
ろ
」
と
銘
打
っ
て

「
ま
な
び
の
ま
ち
造
形
講
座
」

の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
そ

の
一
例
で
あ
る
令
和
２
年
度
ま

な
び
の
ま
ち
造
形
講
座
作
品
展

が
令
和
３
年
２
月
21
日
に
小
諸

市
か
ら
は
小
泉
市
長
、
清
水
市

議
会
議
長
等
が
出
席
し
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
し
た＝

写
真
上
。
出

展
講
座
は
、
日
本
画
（
中
級
・

水
曜
会
）
日
本
画
（
上
級
・
火

曜
会
）
洋
画
（
基
礎
・
水
彩
）

洋
画
（
中
級
・
水
彩
・
彩
友
会
）

洋
画
（
中
級
・
油
彩
・
暁
洋
会
）

書
道
（
基
礎
）
書
道
（
中
級
）

土
の
夢
（
陶
芸
）
陶
友
会
（
陶

芸
）
デ
ッ
サ
ン
（
基
礎
）
の
10

講
座
で
参
加
作
品
は
１
２
０
作

品
。筆

者
の
中
学
校
の
恩
師
で
あ

る
矢
嶋
正
一
先
生
（
元
小
諸
市

教
育
長
）
か
ら
案
内
を
い
た
だ

き
、
妻
と
訪
問
し
た
。
先
生
は

93
歳
の
ご
高
齢
で
も
あ
る
が
こ

の
会
の
講
師
陣
の
中
心
的
な
存

在
で
あ
り
、
当
日
も
市
民
講
座

の
生
徒
（
と
い
っ
て
も
60
歳
以

上
の
生
徒
で
あ
る
が
）
の
作
品

の
展
示
に
一
点
一
点
講
評
を
丁

寧
に
し
て
い
た
。
年
を
重
ね
て

益
々
で
あ
る
。

小
諸
は
島
崎
藤
村
や
高
浜
虚

子
等
文
学
で
も
有
名
で
あ
る
が

絵
画
等
の
芸
術
も
顕
著
で
あ
る
。

（
松
石
記
）

小
諸
市
民
の
文
化
の
中
心
地

ዻ
ᨼ
ࢸ
ᚡ

市長らテープカット

まなびのまち
造形講座作品展

矢
嶋
正
一
先
生
の
作
品
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桜
の
花
、
果
樹
畑
の
桃
や
林

檎
、
梨
の
花
が
咲
き
、
ま
さ
に

美
里
の
美
し
い
春
で
あ
る
。
夏
、

秋
は
収
穫
。
葡
萄
の
実
の
甘
さ

は
、
そ
の
木
の
下
で
家
族
で

B
B
Q
を
し
た
楽
し
い
時
間

を
呼
び
起
こ
す
。

冬
は
ス
ケ
ー
ト
・
ス
キ
ー
が

最
高
の
遊
び
だ
。
幼
い
頃
、
ス

ケ
ー
ト
は
田
ん
ぼ
で
、
ス
キ
ー

は
山
道
の
傾
斜
を
利
用
し
て
滑
っ

た
。
少
し
大
き
く
な
る
と
次
は

電
車
で
軽
井
沢
の
ス
ケ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ま
で
行
き
、
浅
間
山
を

背
に
思
い
切
り
滑
っ
て
爽
快
な

気
分
に
浸
っ
た
。
社
会
人
に
な
っ

て
ス
キ
ー
は
菅
平
・
湯
の
丸
へ
。

上
達
し
た
の
で
、
志
賀
高
原
、

白
馬
、
妙
高
へ
も
足
を
延
ば
し

た
。
志
賀
高

原
は
テ
レ
ビ

で
見
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
景

色
そ
の
も
の

と
感
激
し
た

の
を
覚
え
て

い
る
。
山
の

上
へ
登
り
空

を
仰
ぎ
、
今

度
は
下
へ
一

気
に
滑
走
、

ス
リ
ル
満
点
だ
っ
た
。
ま
た
道

ス
キ
ー
は
安
全
で
尚
且
つ
面
白

い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

１
９
６
４
年
、
当
時
高
校
生

の
私
は
東
京
五
輪
の
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
国
道
18
号
線
を
走

る
機
会
を
頂
い
た
。
私
の
人
生

の
中
の
忘
れ
が
た
い
思
い
出
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
今
年
も
東
京

五
輪
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。

中
村
六
子
（
三
岡
出
身
）

私
の
青
春
と
故
郷
の
景
色

公
民
館
二
年
、
教
育
長
六

年
や
る
間
に
、
東
京
小
諸
会
に

出
た
の
は
一
度
だ
け
。
貸
切
バ

ス
で
、
行
き
は
静
か
で
あ
っ
た
。

酒
が
入
っ
た
帰
り
は
、
懇
親
会

の
続
き
で
普
段
交
流
の
出
来
な

か
っ
た
市
議
さ
ん
等
と
話
が
出

来
た
り
、
そ
の
収
穫
も
大
で
あ
っ

た
。✺

ዴ
㯮
⾰
ࡢ
㯇
ே
⌧
ࢀ
ࡿ

総
会
は
如
水
会
館
。
宴
会
に

な
り
注
い
で
歩
い
た
。

所
が
、
突
如
私
の
前
に
黒
い

ド
レ
ス
の
麗
婦
人
が
現
れ
た
の

で
あ
る
。
銀
座
で
宝
石
商
を
し

て
お
ら
れ
る
と
い
う
。
小
諸
の

井
子
の
ご
出
身
と
い
う
。

婦
人
は
語
り
出
し
た
。
「
今

日
、
こ
こ
に
出
席
し
て
お
ら
れ

る
方
々
は
、
皆
成
功
し
た
人
達

で
す
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
才

能
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
努

力
に
努
力
を
重
ね
て
、
今
日
が

あ
る
。
努
力
の
上
に
東
京
小
諸

会
は
あ
る
ん
で
す
。

聞
い
て
い
る
中
に
麗
人
が
だ

ん
だ
ん
神
々
し
く
な
っ
て
き
た
。

あ
れ
か
ら
三
十
余
年
。
も
し

ご
健
在
な
ら
ば
、
お
会
い
し
て

続
き
を
お
聞
き
し
た
い
。
黒
衣

の
麗
人
今
い
ず
こ
。

矢
嶋
正
一
（
93
才
健
康
優
良
児
）

元
小
諸
市
教
育
長

一度だけ出た
東京小諸会

小
諸
と
は
雨
の
涼
し
き
坂
の

町

（
富
安
風
生
）
。

＝

◇

＝

こ
の
句
は
私
の
胸
に
ス
ト
ン

と
落
ち
た
。
童
心
に
坂
の
上
の

方
か
ら
見
た
小
諸
の
風
景
の
記

憶
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
句
を

教
え
て
呉
れ
た
の
は
小
山
平
六

副
会
長
。
俳
人
の
富
安
風
生
は

高
浜
虚
子
に
師
事
し
た
人
。
平

六
さ
ん
の
与
良
の
実
家
に
戦
時

中
高
浜
虚
子
一
家
が
疎
開
し
て

お
り
（
居
宅
が
現
在
高
浜
虚
子

記
念
館
）
、
彼
は
虚
子
俳
句
に

詳
し
い
。

坂
の
上
小
学
校
の
上
の
方
に

私
の
親
戚
の
小
諸
善
光
寺
（
父

方
の
伯
父
）
が
あ
り
、
子
供
時

代
に
彼
岸
や
盆
の
時
な
ど
に
父

に
連
れ
ら
れ
て
坂
を
上
っ
て
行
っ

た
時
や
、
プ
ー
ル
が
あ
る
坂
の

上
小
に
泳
ぎ
に
行
っ
た
折
に
西

方
に
見
え
る
美
ヶ
原
高
原
の
先

の
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
や
蓼
科
・

八
ヶ
岳
連
峰
の
故
郷
の
映
像
が

記
憶
に
残
っ
て
い
て
今
で
も
時
々

思
い
出
す
。

藤
村
の
「
千
曲
川
ス
ケ
ッ
チ
」

に
も
坂
の
町
小
諸
に
つ
い
て
の

叙
述
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
定

か
で
は
な
い
。

北
村
尚
巳
（
石
原
町
出
身
）

坂
の
町
小
諸

聖
火
ラ
ン
ナ
ー

あれから三十余年
麗人今いずこ

長
野
は
昔
か
ら
教
育
県
と

し
て
名
高
い
。
名
山､

名
川
な

ど
自
然
豊
か
な
信
州
で
す
が
、

新
潟
の
よ
う
な
米
ど
こ
ろ
で

は
な
く
、
教
育
に
地
域
の
発

展
を
託
し
た
の
で
し
ょ
う
。

長
野
の
教
育
で
ま
ず
思
い
浮

か
べ
る
の
は
、
島
崎
藤
村
が

教
鞭
を
と
っ
た
小
諸
義
塾
で

す
。
義
塾
と
は
「
身
分
の
区

別
な
く
教
育
を
受
け
ら
れ
る

義
援
金
で
つ
く
ら
れ
た
塾
」

を
意
味
し
、
幕
末
明
治
期
に

全
国
各
地
で
多
く
の
○
○
義

塾
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
私
学
の
雄
と
し
て
大

き
く
発
展
し
た
の
が
、
福
沢

諭
吉
創
設
の
慶
応
義
塾
で
す
。

さ
て
、
小
諸
義
塾
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
木
村
熊
二
に
よ
っ

て
明
治
26
年
に
設
立
さ
れ
、

自
由
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
と

ら
わ
れ
れ
な
い
、
人
材
育
成

を
主
眼
と
し
た
近
代
教
育
を

実
践
し
ま
し
た
。
熊
二
の
共

立
学
校
（
現
、
開
成
高
校
の

前
身
）
時
代
の
教
え
子
の
島

崎
藤
村
は
、
明
治
32
年
に
英

語
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
小

諸
に
６
年
間
滞
在
し
て
い
ま

す
。
当
時
の
先
進
的
な
教
育

の
息
吹
を
実
感
す
る
に
は
、

小
諸
駅
と
懐
古
園
の
ほ
ど
近

く
に
復
元
移
築
さ
れ
た
小
諸

義
塾
記
念
館
が
お
奨
め
で
す
。

元
共
栄
大
学
副
学
長

内
藤

徹
雄
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白
鳥
映
雪
（
１
９
１
２
〜
２

０
０
７
）
現
在
の
小
諸
市
滝
原

生
。
幼
名
九
寿
男
。
幼
く
し
て

両
親
を
亡
く
し
、
昭
和
７
年
家

族
の
反
対
を
押
し
切
り
上
京
。

伊
東
深
水
門
下
に
入
る
。
困
難

な
生
活
苦
に
耐
え
な
が
ら
画
業

に
専
念
、
31
歳
に
し
て
第
６
回

文
展
に
弟
の
海
軍
士
官
を
描
い

た
「
生
家
」
が
初
入
選
。

昭
和
25
年
「
立
秋
」
、
同
32

年
「
ボ
ン
ゴ
」
が
日
展
で
特
選
、

白
寿
賞
を
受
け
る
。
昭
和
40
年

日
展
会
員
、
昭
和
58
年
日
展
評

議
員
、
74
歳
の
折
り
「
寂
照
」

が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
。

平
成
５
年
度
日
展
参
与
。
平
成

６
年
出
展
作
「
菊
慈
童
」
で
日

本
芸
術
院
恩
賜
賞
を
受
け
、
平

成
９
年
日
本
芸
術
院
会
員
に
推

挙
さ
れ
る
。
平
成
10
年
日
展
顧

問
。
同
年
小
諸
市
名
誉
市
民
に

推
挙
さ
れ
る
。

平
成
15
年
勲
三
等
瑞
宝
章
を

受
賞
。
平
成
19
年
６
月
15
日
没

（
以
上
記
念
館
略
年
譜
よ
り
）

美
術
館
の
玄
関
表
面
に
モ
ダ

ン
な
女
性
二
人
の
等
身
大
の
作

品
「
波
止
場
」
が
揚
げ
て
あ
っ

た
。
前
に
来
た
と
き
幽
玄
の
世

界
の
能
の
よ
う
な
気
が
し
た
が

記
憶
は
定
か
で
な
い
。
画
伯
の

作
品
は
人
物
画
中
心
。
モ
ダ
ン

な
女
性
か
ら
舞
子
、
日
本
女
性

か
ら
外
人
女
性
、
世
離
れ
し
た

幽
玄
の
世
界
か
ら
能
や
尼
僧
ま

で
全
て
文
化
の
中
の
女
性
が
美

し
く
描
か
れ
て
い
て
、
気
品
が

あ
る
。
ど
の
作
品
も
筆
者
は
好

き
で
あ
る
。

（
松
石
記
）

お
も
苦
し
い
１
年
が
ゆ
う
に
過
ぎ
て
い
る

永
六
輔
は
戦
時
中
、
南
大
井
（
三
岡
）
に
疎
開

終
戦
の
翌
年
、
13
才
で
旧
制
上
田
中
学
へ
通
っ
た
。

上
級
生
の
い
じ
め
に
遭
っ
た

汽
車
の
乗
換
え
の
間
に
懐
古
園
で
一
人
佇
む

い
じ
め
ら
れ
た
悔
し
さ
と
辛
さ
を
涙
ボ
ロ
ボ
ロ
で
書
き
と
め
た

名
曲
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た

東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
今
ま
た
元
気
が
欲
し
い
時
世

こ
の
歌
は
辛
さ
を
乗
り
越
え
た
い
人
々
へ
の
励
ま
し
と
な
っ
て

い
る

ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
み
よ
う

そ
う
き
め
た
時

心
は
野
山
を
駆
け
て
い
る

春
風
が
そ
よ
ぐ

芹
沢
の
せ
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る

野
ゼ
リ
は
寒
さ
に
耐
え
て
き
た
か

野
岸
の
は
こ
べ
は
萌
え
て
い
る
か

あ
り
ふ
れ
た
幸
せ
や
悲
し
み
、
な
に
げ
な
い
喜
び
や
驚
き
、

誰
も
が
普
通
の
日
々
を
待
ち
望
ん
で
い
る

ま
こ
と
の
春
は
す
ぐ
そ
こ
だ

神
津
久
幸
（
鶴
巻
町
出
身
）

教
育
に
地
域
発
展
を
託
す

人
材
育
成
を
主
眼
に
近
代
教
育
実
践


